
12令和２年３月

観
光
課
文
化
財
室
か
ら

玉
簾
山
清
見
寺　

町
指
定
文
化
財

「
木
造
千
手
観
音
立
像
」開
帳
法
要
の
ご
案
内

まちの話題まちの話題
　

長
田
に
あ
る
玉
簾
山
清
見
寺
に
お
い
て
、

ご
本
尊
で
秘
仏
の
「
木
造
千
手
観
音
立
像
」

の
開
扉
開
帳
法
要
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
秘
仏
は
、
12
年
に
一
度
の
子
の
年
だ

け
に
、
公
開
さ
れ
ま
す
。
観
音
像
の
手
か

ら
伸
び
る
布
ひ
も
に
触
り
、
良
縁
や
無
病

息
災
を
願
い
ま
す
。

　

町
指
定
文
化
財
で
あ
る
「
木
造
千
手
観

音
立
像
」
を
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◆
日
時　
　

３
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　
　

10
時
～
17
時
ま
で

（
法
要
は
10
時
か
ら
）

◆
場
所　

玉
簾
山
清
見
寺
（
大
山
町
長
田
）

★
清
見
寺
周
辺
に
臨
時
駐
車
場
を
用
意
し

て
お
り
ま
す
が
、
台
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
乗
り
合
わ
せ
の
上
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

★
当
日
は
、
お
茶
席
等
を
準
備
し
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

玉
簾
山
清
見
寺

　
『
大
山
寺
縁
起
』
に
よ
る
と
、
后
と
な
り
、

妻
木
に
朝
妻
寺
を
建
立
し
た
玉
清
姫
が
逝

去
の
後
に
、
御
本
尊
と
し
て
千
手
観
音
が

納
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
後
に
玉
谷
（
長

田
地
内
）
の
地
へ
移
し
、
祀
っ
た
の
が
始

ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

１
６
０
０
年
代
後
半
に
は
、
鳥
取
藩
主

池
田
光
仲
公
の
病
や
、
家
老
の
娘
の
失
明

が
、
入
江
介
次
郎
の
祈
願
で
完
治
し
ま
し

た
。
そ
の
霊
験
に
、
光
仲
公
が
、
甚
だ
し

く
破
損
し
て
い
た
堂
宇
を
、
現
在
の
地
に

再
建
し
て
「
玉
簾
山
清
見
寺
」
と
号
し
ま

し
た
。

　

明
治
の
廃は

い
ぶ
つ
き
し
ゃ
く

仏
毀
釈
に
よ
り
、
一
度
は
荒

▲木造千手観音立像

▲前回の法要の様子

▲玉簾山清見寺

▲厨子　※正面から見上げた様子
観音立像が安置されています

廃
し
ま
し
た
が
、
長
田
住
民
の
支
え
に
よ

り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

木
造
千
手
観
音
立
像

　

室
町
時
代
の
作
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
作
者
は
不
詳
で
す
。
寄
木
造
で
檜
材

に
浅
く
彫
ら
れ
た
技
巧
は
優
美
さ
を
表
現

し
、
や
や
右
に
傾
け
る
こ
と
に
よ
り
動
き

を
表
現
し
て
い
ま
す
。
観
音
立
像
は
、
杮

こ
け
ら

葺ぶ

き
の
大
き
な
厨ず

し子
に
秘
仏
と
し
て
安
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

（
観
光
課　

文
化
財
室
）

【
主
催
】

　

長
田
自
治
会
（
会
長　

入
江
哲
史
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

事
務
局
：
磯
崎　

☎
０
９
０
‐
６
８
９
５
‐
３
０
２
４


